
資料１

特別支援教育推進計画学習会（第1回）　グループ学習における、参加者の記載事項 実施日　令和元年10月5日（土）　会場　多摩市永山公民館（ベルブ永山）　

１　どのような力をつけてほしいか

２　「１」の実現に向けて、行政や学校等に期待すること

グループ
どのような力をつけてほしいか　【※注：　参加者が記載し

た原文のまま記載】
社会性

コミュニ

ケーショ

ン

多様性・

違いを認

める

自分の良

さを知る、

生かす

協力・協

調
学力 行動力

感情のコ

ントロー

ル

現実の社

会への順

応

過程の大

切さ

体力、運

動健康

左記以外

の力

「力」以

外の記載

と判断
1 学力だけではなく、丸ごと認め合う力 1
1 助け合う力 1
1 ゆっくり考えあう力 1
1 先のことを見通せる力 1
1 自ら行動する力 1
1 意見を考え聞きあう力 1

1
自分の考えが正しいのではなく、いろいろな考えがあって

良いと思えること
1

1
苦手なことばかりではなく、得意なことに注目し、カバーす

る力
1

1 多様性 1
1 自分の良さを知る力 1
1 想ぞう力 1
1 自分を認められる力 1
1 相手を認められる力 1
1 考えや思いを伝える力 1
2 友達の気持ちが理解できる力 1 1
2 感情をコントロールする力 1
2 受容できる力、社会の側の義務 1 1
2 自由とルールを見極める力 1
2 教室以外の場所を作ってほしい、 1
2 助けてがいえる力 1
2 失敗しても大丈夫 1 1
2 皆違うことを当たり前にしてほしい 1
2 子どもそれぞれの良いところを伸ばしてあげたい 1
2 できないことではなく、できることをほめる 1
2 社会や人とのかかわりの中で生きていく力 1 1
3 自分の気持ちを言葉にできる力 1
3 素直な気持ちを表す力 1
3 学力、年齢相応の学力をつけてほしい 1
3 コミュニケーション能力 1
3 相手を思いやる気持ち 1 1
3 将来的に、経済的にも精神的にも自立する力 1
3 特別支援教育を受ける子供に、市での部門をまとめてほ 1
3 運動能力、体幹 1
3 お留守番できること、 1
3 鍵の管理 1
3 社会に向けての学習能力（計算、タブレット、漢字など） 1 1

3
地域の一員として必要とされ、区別差別されることなく、当

たり前に一緒に生活してほしい
1 1 1

記載事項
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3 コミュニケーション能力 1
3 相手を思いやる気持ち 1 1
3 他の障害の無い人と、コミュニケーションをとる力 1
3 地域の近所のお友達をつくってほしい 1
4 コミュニケーション能力 1
4 ルールを守ることができること 1
4 いやなことでも我慢して行う
4 集団の中で同じように行動できる 1

4
自己肯定感を高めて、自分の気持ちやできること、できな

いことを他者に伝える力
1

4 誰にどう伝えるか 1
4 コミュニケーション能力 1
4 かしこまると緊張して名前が言えない、将来的に面接が不 1 1

4
楽しくなると興奮したり大きな声を出してしまう、場面に

合った対応ができるように
1

4 自分の思いを伝えることができる力 1
4 困難を乗り越える工夫をみにつけてほしい 1 1
4 将来の就労や進学にむけて早いうちから考える力 1 1

4
毎日いきいきと学校にいってほしい。トラブルがあるといや

いや登校。
1

どのような力をつけてほしいか 社会性

言語コ

ミュニ

ケーショ

ンを行う

ための個

多様性・

違いを認

める

自分の良

さを知る、

生かす

協力・協

調
学力 行動力

感情のコ

ントロー

ル

具体的な

生活スキ

ル・自立

過程の大

切さ

体力、運

動健康

左記以外

の力

「力」以

外の記載

と判断

7 16 11 5 1 2 2 2 6 1 1 7 4
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特別支援教育推進計画学習会（第1回）　グループ学習における、参加者の記載事項 実施日　令和元年10月5日（土）　会場　多摩市永山公民館（ベルブ永山）　

１　どのような力をつけてほしいか

２　「１」の実現に向けて、行政や学校等に期待すること

学校と行

政の連携

強化

福祉・教

育等

学級整

備・施設

設備

教員人事
働き方改

革

地域との

連携
指導力 指導内容 指導方法

保護者と

の連携
左記以外 備考

1 先生方の意見が少ないと思う。反映できる行政を。 1
1 ドリルばかりではなく、子ども丸ごと認める授業を。 1

1
先生方が力をつける時間がなく、普通学級（注：通常の学

級）の先生方を増やしてほしい
1 1

1
ユニバーサルデザインをもっと広め、すべての人が興味を

持ち、楽しく学ぶ
1 1

1
たくさんの体験をしていく中での好きなことを見つけ、伸ば

していく
1

1 学力で子どもの力を判断しない 1

1
全ての行動には理由がある。何かあったときにその都度考

える
1

1 子ども・先生・保護者・地域の人も学べる場を作ってほし 1 1 1
1 策定委員会に、当事者本人を呼び、意見を聞く。 1
1 個性を引き出す、認める 1
1 宿題やテストをなくす 1 1 1
2 専門知識をもった教員の配置 1 1
2 先生どうしが率直に意見交換する集団にする 1

2
少人数（注：特別支援固定制、現況６人）なので、お互い

が支え合える雰囲気を
1

2 もっと専門職を配置してほしい 1
2 アウトリーチを 1
2 先生がいつも笑っていてほしい 1 1
2 学校がいつでも見学できる場所であってほしい 1 1
2 見守り人たちの育成 1 1
2 何かあった時の子どもの居場所づくり 1 1 1
2 縦割りではない横並びの組織 1 1
2 一人担任にはしない制度 1

2
先生の言うことを聞くことや友達と一緒が良いこととせず、

まずは個人の考えや意見をわがまま・自分勝手としないよ

うにする

1 1

2
できないところや苦手なところをできるようにさせるのでは

なくて、良いところを評価していく
1

3
知的障害学級を増やしてほしい（一番近くの小学校にな

いので、兄弟でべつになってしまう）
1

3 普通学級との交流の機会を増やす 1
3 親への協力 1
3 サービスが少ない 1

学校

記載事項

グループ

そのために、行政や学校にしてほしいこと、期待すること

【※注：　参加者が記載した原文のまま記載】

　【１　根津Ｇ、　２　鈴木Ｇ　、　３　加藤Ｇ　、　４　柳原Ｇ　】

策定委員

会

行政
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3 グループでの活動 1
3 一本化 1 1

4
情緒・知的とも増やしてほしい（苦手な子と同じ中学校に

行かなくてよいように）
4 子どもの得意なこと・好きなことを増やす 1 1 1
4 専門的な知識を持った先生を増やしてほしい 1 1

4
担任が変わるたびに子どもの特性が引き出されていない

ように感じる
1 1

4
通級指導（注：特別支援教室）の先生が毎年かわる。同じ

先生のほうが子どものことをよくわかっていているし、保護

者も子供も慣れて話しやすい

1 1 1 1

4
普段の教育の場や道徳で、保護者を含めて先生と連携

し、理解し、助け合う場、声掛けや本人からのアプローチに

対する受容を高めていく

1

4 リソースルーム等学校に静かに休める場所がほしい 1 1
4 感覚過敏で困っている。 1 1 1
3 保護者ボランティアがあったらうれしい 1
3 社会科見学で、子どもに寄り添える人がふえたらいいな。 1 1 1 1 1

3
昼休みなど、先生たちが積極的に入って子どものトラブル

を解消してほしい
1 1

4
中学校・高校とどんな種類があるのかについて、小学校高

学年のうちから意識できるような取組をしてほしい
1 1

4
子ども・親・先生・地域の方で学べる場を増やしてほしい。

専門の先生の講演会を学校でするなど。
1 1 1 1

策定委員

会

学校と行

政の連携

強化

福祉・教

育等

学級整

備・施設

設備

教員人事
働き方改

革

地域との

連携
指導力 指導内容 指導方法

保護者と

の連携

左記以外

の力
備考

1 8 6 5 7 2 3 15 5 10 9 4


